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行政からのお知らせ２まちの話題今
月
の
内
容

行政からのお知らせ１2― 7

■みんなの願いがかないますように
■文化財展示施設あけぼの館
■夏休み、図書館へ行こう！
■ 下水道工事のお知らせ
■農業委員会委員一般選挙のお知らせ
■敬老を祝う会を開催します　ほか

 8 ― 9 10― 1 2

■各種採用試験のご案内
■鉾田市難病患者福祉手当支給制度
■鉾田市の文化財保護について
■子育て講座「薬の飲み方」開催
■屋外広告物の表示には許可が必要です
■鉾田市文化祭参加者募集

ス

ポ
ー

ツ笑顔の
教

室

ト
ッ
プ

ア
スリートが

夢
先

生

夢
先
生
が
子
ど
も
た
ち
に
エ
ー
ル
！

　　迷ったら周
　 りの人に相談し

 てください。応援し

  てくれる人はたく

　　さんいます。

  　仲間の励まし

   のおかげでオリン

ピックで勝つことが

できました。クラス

　の仲間を大切に

　 してください。

野球選手、
ゴールデンゴールズ所属
　  片岡　安祐美 さん

元柔道日本代表選手、
シドニー五輪金メダリスト
　　　瀧本　誠 さん

　

東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
子
供
た
ち
を
元
気
づ
け
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
「
ス
ポ
ー
ツ
笑
顔
の
教
室
」
が
7
月
10
日
旭
西
小
で
、
同

11
日
諏
訪
小
と
串
挽
小
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

旭
西
小
に
訪
れ
た
の
は
、
野
球
チ
ー
ム
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ゴ
ー
ル
ズ

で
監
督
兼
内
野
手
と
し
て
活
躍
中
の
片
岡
安
祐
美
さ
ん
。
同
校
の
5

年
生
の
授
業
に
夢
先
生
と
し
て
登
場
し
、
子
ど
も
た
ち
と
体
育
館
で

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
。
そ
の
後
、
児
童
た
ち
は
片
岡
さ
ん
と
手
を
つ
な

ぎ
「
だ
る
ま
さ
ん
が
転
ん
だ
」
ゲ
ー
ム
な
ど
に
歓
声
を
上
げ
、
笑
顔

を
は
じ
け
さ
せ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
男
子
に
ま
ざ
り
野
球
を
し
て
き

た
中
で
何
度
も
挫
折
し
そ
う
に
な
っ
た
こ
と
や
監
督
就
任
に
至
る
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
語
り
「
で
き
る
の
に
や
ら
な
い
、自
分
に
負
け
て
は
だ
め
。

自
分
の
中
で
ま
だ
や
れ
る
と
思
っ
た
ら
あ
き
ら
め
な
い
で
」
と
訴
え

ま
し
た
。

　

諏
訪
小
と
串
挽
小
に
訪
れ
た
の
は
、
２
０
０
０
年
に
行
わ
れ
た
シ

ド
ニ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
男
子
柔
道
81
㎏
級
で
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た

瀧
本
誠
さ
ん
。
5
年
生
の
授
業
に
夢
先
生
と
し
て
登
場
し
、
児
童
た

ち
と
「
相
撲
」
や
「
し
っ
ぽ
取
り
ゲ
ー
ム
」
な
ど
を
通
し
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
の
大
切
さ
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
金
メ
ダ
ル
獲
得
の

夢
を
叶
え
る
ま
で
の
道
の
り
に
つ
い
て
「
結
果
だ
け
が
大
切
な
の
で

は
な
く
、
結
果
を
目
指
す
こ
と
が
大
切
。
仲
間
が
後
押
し
し
て
く
れ

た
お
か
げ
で
金
メ
ダ
ル
が
取
れ
ま
し
た
。
仲
間
の
存
在
は
大
切
で
す
」

と
力
強
く
児
童
た
ち
に
語
り
か
け
ま
し
た
。

　福祉事務所は現在改修工事のため、
鉾田中央公民館1階会議室に子ども家
庭課、鉾田中央公民館大集会室前ロ
ビーに社会福祉課（障害福祉係を除く）
及び保護室、鉾田中央公民館となり仮
設事務所に社会福祉課障害福祉係を移
し業務を行っています。

鉾田市福祉事務所 移転について

夢を持って進もう

君たちならできる！！

■鉾田のメロン沖縄へ！
■夏の交通安全、犯罪防止を呼びかけ
■夏はやっぱり海とプールで決まり！
■アントラーズ選手、小学校で児童と交流
■地域をまもる安心への備え！
■とっぷ・さんて大洋開館20周年　  ほか
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みんなの願
いが

かないます
ように

　

7
月
6
日
、
大
竹
小
で
〝
た
な
ば

た
集
会
〞
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日

は
保
護
者
や
地
域
の
方
々
も
参
加
、

児
童
に
よ
る
「
た
な
ば
た
さ
ま
」
や

「
き
ら
き
ら
ぼ
し
」
な
ど
七
夕
の
歌

の
合
唱
や
、「
僕
の
夢
・
私
の
夢
」

の
発
表
、「
家
族
の
願
い
」
の
発
表

な
ど
の
ほ
か
、
鉾
田
市
ふ
る
さ
と
会

に
よ
る
人
形
劇
や
ハ
ン
ド
ベ
ル
、
読

み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
大

型
手
造
り
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

米
川
校
長
は
「
短
冊
に
願
い
を
書

い
て
夢
が
か
な
う
よ
う
に
祈
る
た
な

ば
た
の
風
習
は
日
本
の
伝
統
行
事
で

す
。
夢
を
持
っ
て
努
力
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
み
な
さ
ん
の
夢
が
実
現

す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
」
と
児

童
た
ち
に
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　

た
な
ば
た
集
会
で
自
分
の
夢
を
語

る
児
童
た
ち
の
目
は
、
み
ん
な
輝
い

て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
保
護
者
の

願
い
に
は
子
ど
も
た
ち
を
思
う
気
持

ち
が
溢
れ
て
い
ま
し
た
。
感
動
的
な

雰
囲
気
と
な
っ
た
同
校
の
取
組
み
か

ら
は
、
夢
の
力
や
、
夢
を
持
つ
こ
と

の
大
切
さ
を
あ
ら
た
め
て
実
感
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。

　

夢
や
目
標
を
持
つ
こ
と
は
、
自
分

を
動
か
す
原
動
力
に
な
り
ま
す
。
夢

や
目
標
が
あ
れ
ば
こ
そ
人
は
努
力
で

き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

夢
を
持
つ
こ
と
の
大
切
さ

短
冊
に
願
い
を
込
め
て
…

夢
を
持
つ
こ
と
は

素
敵
な
こ
と

プロ野球選手になって、

満塁ホームランを打ちた

いです。

パティシエになって、たく

さんの人に喜んでもらえる

お菓子を作りたいです。

健康に育ってくれることが

何よりの願いです。

夢を持ち、誰に対しても優

しく思いやりのある心を育

んでください。

実行委員として“たなばた集会”を支えた児童のみな

さん。「緊張しました」「準備が大変でしたが、やって

よかったです」と感想を話してくれました。

病気で苦しんでいる人

を助けるため、医者になり

たいです。
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あけぼの館
Akebonokan文化財展示施設

８ 31 金
までの
毎週 月・水・金

■開催期間

※ 13日、15日は休館となります。

■開館時間

9：00～ 16：00 まで

お問い合わせ先
市教育委員会 生涯学習課　☎３７－４３４２

【案内図】

夏休み、図書館へ行こう！

■開館時間
　鉾田市立図書館　　9:00 ～ 18:00
　旭文庫・大洋文庫　9:00 ～ 17:00
■休館日
　鉾田市立図書館　　毎週月曜日
　　　　　　　　　　年末年始（12/29 ～ 1/3）
　　　　　　　　　　館内整理日（毎月末日）
　　　　　　　　　※ 但し、その日が土曜から月曜日

の時は、その直前の金曜日
　旭文庫・大洋文庫　毎週月曜日
　　　　　　　　　　年末年始（12/29 ～ 1/3）

◎鉾田市立図書館　　　　　  鉾田市鉾田 1444-1
　　　　　　　　　　　　　  ☎３３－２０２０
◎旭文庫（旭公民館内）　　　鉾田市造谷 1141-3
　　　　　　　　　　　　　  ☎３７－１１１８
◎大洋文庫（大洋公民館内）　鉾田市汲上 2601
　　　　　　　　　　　　　  ☎３９－３３０５

　夏休み、みなさんどのように過されていますか？プールやキャ
ンプにハイキング、遊園地…もいいですけど、もっとおすすめの
場所があります。そう、図書館です！
　図書館にはたくさんの本が取りそろえられ、あなたの知的好奇
心を刺激してくれます。もちろん、読書感想文や自由研究などの
宿題にもバッチリ対応できますよ。さあ、友達や家族と一緒に図
書館へ行ってみよう！

　今年、鉾田市立図書館は開館 30 周年となりました。昭和 57
年 7 月 3 日にオープンした市立図書館は、蔵書数も当初は約
10,000 冊でしたが、現在の蔵書数は約 72,000 冊（旭・大洋文
庫含む）となり、開館当初の蔵書目標であった市民（当時は町民）
一人一冊を達成しました。
　今後も、読書活動推進などを通し社会教育の充実に向けて取り
組んでまいりますので、どうぞ市立図書館をご利用ください。

～すべては道具づくりからはじまった～
「古代人の知恵を探る。」

　小中学生の夏休みの期間中にあわせ市文化財展示施設
「あけぼの館」が一般公開されています。「あけぼの館」に
は市内の遺跡から発掘された石器、土器、古いお金などの
貴重な文化財が展示され、一部の展示物は実際に手に取っ
て触れることもできます。また、石器や、弓矢などの道具
作り体験もできます。
　古代人がどのように道具を作り、どのように使ったのか？
あなたも体験を通じ、古代人の知恵を探ってみませんか。
　また、古い街並の風景など数多くの貴重な写真が展示さ
れています。ぜひ一度足を運んでみませんか？
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鉾田一高

鉾田小

鉾田郵便局

鉾田市役所

鉾田二高

鉾田南中

新鉾田駅

幼

〒

鉾
田
川

銀行

銀行

県信

鉾田幼稚園

18

2

保
鉾田第二保育所

鹿
島
臨
海
鉄
道

エコハウス

北　浦

至鹿嶋市

鹿
島
臨
海
鉄
道

18

安塚
コミュニティ
センター

下
水
道
工
事
の
お
知
ら
せ

問

市
役
所  

下
水
道
課
☎
３
３
〜
２
１
１
１

　
　
　
　
　
（
内
線
）
１
２
６
２
・
１
２
６
３

　

鉾
田
市
で
は
、
人
と
自
然
が
調
和
し
た
住
環
境
を
次
世

代
に
引
き
継
ぐ
た
め
、
下
水
道
事
業
を
推
進
し
て
お
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
今
年
度
は
鉾
田
地
区
、
安
塚
地
区
の
一

部
に
お
い
て
下
水
道
管
の
埋
設
工
事
を
行
い
ま
す
。
工
事

期
間
中
は
、
近
隣
の
皆
さ
ん
や
通
行
す
る
皆
さ
ん
に
は
、

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。（
下
水
道
の
供
用
開
始
は
平

成
25
年
4
月
を
予
定
し
て
い
ま
す
）

《
工
事
概
要
》

　

●
工
事
箇
所　

 

鉾
田
地
区
、
安
塚
地
区
の
一
部
（
地
図

に
示
し
た
赤
線
の
箇
所
と
な
り
ま
す
）

　

●
工
事
期
間　

平
成
25
年
2
月
末
ま
で

　
　
　
　
　
　

※
工
事
の
時
間
は
原
則
と
し
て
、

8
時
30
分
〜
17
時
ま
で

◇ 

工
事
箇
所
で
は
、
交
通
渋
滞
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、

現
場
の
指
示
に
従
い
通
行
し
て
く
だ
さ
い
。

安塚地区

鉾田地区

下
水
道
を
促
進
す
る
作
品
を

募
集
し
ま
す
！

　
「
9
月
10
日
下
水
道
の
日
」
に
あ
わ
せ
て
、
9
月
7
日

か
ら
9
月
13
日
を
「
茨
城
県
下
水
道
促
進
週
間
」
と
し
て

お
り
ま
す
。

　

下
水
道
は
、
河
川
、
湖
沼
、
海
な
ど
公
共
水
域
の
水
質

汚
濁
防
止
の
た
め
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
と
と
も
に
、

住
民
が
安
全
で
快
適
な
生
活
を
お
く
る
た
め
に
も
重
要
な

施
設
で
す
。

　

鉾
田
市
で
は
、
平
成
16
年
度
よ
り
下
水
道
の
整
備
に
着

手
し
、
平
成
25
年
4
月
の
供
用
開
始
を
目
標
に
整
備
を
進

め
て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
住
民
の
皆
さ
ま
に
下
水
道
に

つ
い
て
、
な
お
一
層
の
ご
理
解
と
ご
関
心
を
深
め
て
い
た

だ
き
、
下
水
道
の
普
及
と
そ
の
十
分
な
活
用
を
促
進
す
る

た
め
「
茨
城
県
下
水
道
促
進
週
間
」
に
あ
わ
せ
、「
下
水

道
を
促
進
す
る
作
品
」
を
募
集
し
ま
す
。

作
品
募
集
規
定

募
集
部
門　
　

 「
絵
画
・
ポ
ス
タ
ー
部
門
」・「
作
文
部
門
」・

「
書
道
部
門
」・「
標
語
部
門
」・「
新
聞
部
門
」

応
募
資
格　
　

 「
標
語
部
門
」
は
資
格
制
限
は
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
の
他
の
部
門
は
、
小
・
中
学
生
の

作
品
を
募
集
し
ま
す
。

共
通
規
定　
　

応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　

 

入
賞
作
品
の
使
用
権
及
び
著
作
権
は
、
茨

城
県
に
帰
属
し
ま
す
。

募
集
締
切
り　

平
成
24
年
9
月
6
日
（
木
）

※ 

応
募
作
品
は
9
月
12
日
（
水
）
か
ら
9
月
20
日
（
木
）

ま
で
鉾
田
市
立
中
央
公
民
館
ロ
ビ
ー
に
展
示
す
る
予
定

で
す
。

※ 

作
品
は
市
で
審
査
を
行
い
、
展
示
期
間
終
了
後
「
知
事

賞
候
補
作
品
」
と
し
て
県
に
出
品
し
ま
す
。
な
お
、
そ

の
他
の
作
品
に
つ
い
て
は
全
て
「
下
水
道
い
ろ
い
ろ
コ

ン
ク
ー
ル
」（
主
催
：
公
益
社
団
法
人
日
本

下
水
道
協
会
、
㈱
日
本
下
水
道
新
聞
社
）

に
出
品
い
た
し
ま
す
。

　

応
募
・
お
問
い
合
わ
せ

　
　

市
役
所
下
水
道
課

10
月
か
ら

たくさんのご応募
お待ちしております

下水道マスコットキャラクター
「スイスイ」
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鉾田市農業委員会委員一般選挙の
お知らせ

投票日 9 月 30 日（日）
投票時間

午
前7 時 ▶ 午後6 時

告示 9月 23 日（日）

《投票できる方》
　 　次の全てに該当し、平成 24 年 3 月 31 日確定の鉾田市農業
委員会委員選挙人名簿に登録されている方
　● 満 20 歳（平成 24 年 3 月 31 日現在）以上で市内に住所を
有する方

　●  10 アール以上の農地について耕作の業務を営む方と、その
同居の親族など（耕作従事日数が年間 60 日以上で農業委員
会が認めた方）

　●公職選挙法の欠格事項に該当しない方

《立候補を予定されている方へ》
　■立候補予定者説明会
　　日時　8 月 21 日（火）午前 10時から
　　会場　鉾田市役所 2階大会議室
　　※ 立候補届出用紙等を配布します。立候補予定者またはその代理の

方（合計 2名まで）は、ご出席ください。
　■立候補届出書類事前審査
　　日時　9 月 13 日（木）午前 9時 30 分～正午、午後 1時～午後 4時
　　会場　鉾田市役所 2階大会議室
　　※ 書類不備による届出無効などを防ぐための制度です。立候補予定者

またはその代理の方は必ず審査を受けてください。
　■立候補届出受付
　　日時　9 月 23 日（日）午前 8時 30 分～午後 5時
　　会場　鉾田市役所2階大会議室

《期日前投票・不在者投票》
　●期　　間　9月 24日（月）～29日（土）
　●投票時間　午前8時 30分～午後 8時
　●投 票 所　第1選挙区（鉾田地区）：鉾田市役所
　　　　　　　  第 2選挙区（大洋地区）：ふる里見聞館
　　　　　　　  第 3選挙区（  旭   地区）：旭地区学習等供用施設
　　（注意）　 農業委員会委員の選挙では、決められた選挙区以外

の期日前投票所では投票ができません。

問 鉾田市選挙管理委員会　☎ 33-2111（内線）1222・1223

　

過
去
10
年
以
内
に
国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
期
間
の
あ

る
方
は
、
お
申
込
み
に
よ
り
、
平
成
24
年
10
月
か
ら
平
成
27
年

9
月
ま
で
の
3
年
間
に
限
り
、
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
で
き
る
期
間
が
、
過
去
2
年
か
ら
10
年
に
延
長
（「
後
納

制
度
」
と
い
い
ま
す
）
さ
れ
ま
す
。

※ 

延
長
さ
れ
る
10
年
と
は
、
納
め
よ
う
と
す
る
月
前
10
年
以
内

の
期
間
で
す
。

　

 

例
え
ば
、
平
成
14
年
10
月
の
場
合
、
平
成
24
年
10
月
末
と
な

り
ま
す
。

○後納制度のメリット

　2年以上前の保険料を納めることにより、
　①将来受け取る年金額が増額
　②年金の受給資格が得られる
　　　　　　　　　　　可能性があります。

　1か月分の後納保険料を納めることに
より老齢基礎年金が増額される目安とし
ては…
786,500 円（平成 24 年度満額の年金額）／

480 か月（40 年× 12 か月）
　　　≒ 1,638 円（年額）増額

された年金額が毎年支給されます。

国
民
年
金
保
険
料
後
納
制
度
が
始
ま
り
ま
す

■
ご
利
用
い
た
だ
け
る
方

　

①
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方

　
　

 　

10
年
以
内
に
納
め
忘
れ
の
期
間
（
納
付
・
免
除
以
外
）

や
未
加
入
期
間
を
お
持
ち
の
方

　

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方

　
　

 　

①
の
期
間
の
ほ
か
、
任
意
加
入
中
に
納
め
忘
れ
の
期
間

を
お
持
ち
の
方

　

③
65
歳
以
上
の
方

　
　
　

年
金
受
給
資
格
が
な
く
任
意
加
入
中
の
方
な
ど

※ 

老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
は
お
申
込
み

で
き
ま
せ
ん
。

１
申
込
書
の
送
付
依
頼
（
お
客
様
↓
年
金
事
務
所
）

２
年
金
事
務
所
か
ら
申
込
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

（
年
金
事
務
所
↓
お
客
様
）

３ 

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
年
金
事
務
所
に
提

出
し
ま
す
。（
お
客
様
↓
年
金
事
務
所
）

　

・ 

年
金
加
入
期
間
の
確
認
の
た
め
戸
籍
謄
本
等
が
必
要
な

場
合
が
あ
り
ま
す
。

４ 

年
金
事
務
所
に
お
い
て
申
込
書
の
審
査
・
承
認
な
ど
を
行

い
ま
す
。（
年
金
事
務
所
↓
お
客
様
）

　

・
承
認
通
知
書
、
納
付
書
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
送
付

５ 

納
付
書
に
よ
り
金
融
機
関
・
コ
ン
ビ
ニ
等
で
納
め
て
く
だ

さ
い
。（
お
客
様
↓
金
融
機
関
等
）

　

・
市
役
所
・
年
金
事
務
所
で
は
納
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

■
お
申
込
み
か
ら
納
め
て
い
た
だ
く
ま
で
の
手
順

１ 

過
去
3
年
度
以
前
の
後
納
保
険
料
に
は
、
当
時
の
保
険
料

額
に
加
算
額
が
つ
き
ま
す
。

　
（
例
：
平
成
24
年
に
納
付
の
場
合
）

　
　

平
成
21
年
度
以
前　

当
時
の
金
額
プ
ラ
ス
加
算
額

　
　

平
成
22
年
度
以
降　

当
時
の
金
額
の
ま
ま
）

２ 

後
納
を
ご
利
用
い
た
だ
く
際
は
後
納
が
可
能
な
期
間
の
う

ち
、
最
も
古
い
分
か
ら
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

３ 

後
納
を
ご
利
用
い
た
だ
け
る
期
間
は
平
成
24
年
10
月
か
ら

平
成
27
年
9
月
ま
で
で
す
。（
納
付
書
の
使
用
期
限
に
注

意
し
て
下
さ
い
。）

４ 

後
納
保
険
料
の
納
付
が
可
能
な
期
間
に
つ
い
て
審
査
を
行

い
ま
す
。

　

 　

審
査
に
時
間
が
か
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
期
限

に
余
裕
を
も
っ
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

５ 

一
部
免
除
さ
れ
た
期
間
の
う
ち
、
未
納
と
な
っ
て
い
る
期

間
も
後
納
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
こ
の
場
合
の
後
納
保
険

料
は
、
一
般
の
未
納
期
間
と
同
じ
１
か
月
分
の
保
険
料
が

必
要
で
す
。

６ 

全
額
免
除
や
一
部
免
除
（
一
部
納
付
済
）、
若
年
者
納
付

猶
予
及
び
学
生
納
付
特
例
の
承
認
を
受
け
た
期
間
は
、
後

納
を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。
こ
の
期
間
の
納
付
に
つ

い
て
は
「
追
納
制
度
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
注
意
事
項

問

市
役
所  

保
険
年
金
課
☎
３
３
〜
２
１
１
１

　
　
　
　
　
（
内
線
）
１
１
２
６
・
１
１
２
７

10
月
か
ら

０
５
７
０
〜
０
１
１
〜
０
５
０

国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

お
問
い
合
わ
せ
の
際
は
、
基
礎
年
金
番
号
が
わ
か
る

も
の
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。
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鉾
田
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
３
３
〜
３
６
９
１

旭　

保
健
セ
ン
タ
ー
☎
３
７
〜
１
４
１
１

大
洋
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
３
９
〜
４
８
６
６

問

保
健
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ

骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
の
結
果

　

6
月
か
ら
7
月
に
か
け
て
、
各
保
健
セ
ン
タ
ー
で
骨
粗

し
ょ
う
症
検
診
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
を
お
知
ら

せ
す
る
と
と
も
に
、
骨
粗
し
ょ
う
症
の
予
防
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
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【
結
果
】

　

検
診
で
は
、
右
足
の

か
か
と
の
骨
（
踵
骨
）

の
内
部
を
超
音
波
が
伝

わ
る
速
度
（
Ｓ
Ｏ
Ｓ
値
）

を
測
定
し
ま
し
た
。
一

般
に
こ
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
値
が

高
い
ほ
ど
骨
密
度
も
高

い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

今
回
実
施
し
た
検
診

の
各
年
齢
別
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ

値
の
平
均
（
折
れ
線
グ
ラ
フ
）
を
み
る
と
、
年
齢
が
上
が

る
に
伴
っ
て
、
Ｓ
Ｏ
Ｓ
値
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。
30
歳
か
ら
45
歳
ま
で
の
差
は
わ
ず
か
で
す
が
、

50
歳
以
上
に
な
る
と
明
ら
か
に
低
く
な
る
結
果
で
し
た
。

要精密
99 人
27％

要指導
102 人

28％

健常

161 人

45％

判定結果別人数

【
判
定
】

　

測
定
し
た
値
を
若
年
成
人
（
20
〜
44
歳
）
の
平
均
値
と

比
較
し
て
、
値
が
若
年
成
人
平
均
値
の
80
％
未
満
の
場

合
が
「
要
精
密
」、
80
％
以
上
90
％
未
満
が
「
要
指
導
」、

90
％
以
上
が
「
健
常
」
と
判
定
さ

れ
ま
す
。

　

今
回
の
検
診
で
は
、「
要

精
密
」
領
域
が
99
人

（
27
％
）、「
要
指
導
」
領

域
が
１
０
２
人
（
28
％
）、

「
健
常
」
領
域
が
１
６
１

人
（
45
％
）
と
判
定
さ
れ
ま

し
た
。

◎
骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
の
た
め
に

【
食
生
活
は
予
防
の
基
礎
】

　

丈
夫
な
骨
を
作
る
に
は
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
生
活
が

基
本
で
す
。

① 

カ
ル
シ
ウ
ム
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｋ
、
マ
グ
ネ

シ
ウ
ム
を
し
っ
か
り
と
摂
取

　
　

カ
ル
シ
ウ
ム
・
・
・
骨
の
材
料

　
　

ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
・
・
・
カ
ル
シ
ウ
ム
の
腸
で
の
吸
収
を
助
け
る

　
　

ビ
タ
ミ
ン
Ｋ
・
・
・
骨
を
丈
夫
に
す
る

②
リ
ン
、
塩
分
の
摂
り
す
ぎ
に
注
意

　
　

リ
ン
の
過
剰
摂
取
・
・
・ 

摂
取
し
た
カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸

収
を
低
下
さ
せ
る
（
添
加
物

の
多
い
食
品
や
清
涼
飲
料
水

に
特
に
含
ま
れ
ま
す
）

　
　

塩
分
の
過
剰
摂
取
・
・
・ 

カ
ル
シ
ウ
ム
の
排
泄
を
促
し

て
し
ま
う

③
嗜
好
品
に
注
意

　
　

タ
バ
コ
・
・
・ 

タ
バ
コ
を
吸
う
人
は
吸
わ
な
い
人
に
比
べ
、

骨
折
の
危
険
が
１
・
3
〜
１
・
８
倍

　
　

コ
ー
ヒ
ー
・
・ 

カ
フ
ェ
イ
ン
に
よ
る
利
尿
作
用
に
よ
り

カ
ル
シ
ウ
ム
が
排
泄

　
　

過
度
の
ア
ル
コ
ー
ル
摂
取
習
慣
・
・ 

カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸

収
に
悪
影
響

【
運
動
の
効
果
】

　

運
動
は
骨
密
度
低
下
を
抑
制
し
、
骨
折
発
生
率
を
低
下

さ
せ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
運
動
は
特
別
に
時
間
と
場

所
を
設
定
し
て
行
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ふ
だ
ん
の
生

活
や
趣
味
の
中
で
体
を
動
か
す
こ
と
で
も
十
分
に
代
用
で

き
ま
す
。
長
続
き
が
本
当
の
コ
ツ
と
言
え
ま
す
。

【
最
後
に
・
・
】

　

骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
の
目
的
は
骨
折
し
な
い
こ
と
で
す
。

骨
折
に
よ
る
寝
た
き
り
を
防
ぐ
こ
と
が
本
当
の
目
標
と
い

え
ま
す
。
家
の
中
や
ふ
だ
ん
の
生
活
の
中
で
、
転
ん
だ
り

つ
ま
ず
い
た
り
し
や
す
い
状
況
を
作
ら
な
い
工
夫
も
と
っ

て
も
有
効
で
す
。

「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
促
進

賦
課
金
」
減
免
措
置
の
ご
案
内

　
「
電
気
事
業
者
に
よ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
の
調

達
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」
に
よ
り
、
平
成
24
年
7
月
1

日
よ
り
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
固
定
価
格
買
取
制
度
」

が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
制
度
に
よ
り
買
取
に
要
し
た
費
用
は
、「
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
発
電
促
進
賦
課
金
」
と
し
て
、
平
成
24
年
8
月

分
の
電
気
料
金
か
ら
電
気
料
金
の
一
部
と
し
て
お
客
さ
ま

に
ご
負
担
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
東
日
本
大
震

災
で
著
し
い
被
害
を
受
け
た
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
一
定

の
期
間
、
賦
課
金
の
支
払
い
が
免
除
と
な
る
減
免
措
置
が

あ
り
ま
す
。（
減
免
の
目
安
は
、
標
準
的
な
家
庭
で
使
用
電

力
量
が
月
３
０
０
kw
の
場
合
、
月
額
84
円
に
な
り
ま
す
。）

■
減
免
措
置
適
用
期
間

　

平
成
24
年
8
月
分
か
ら
平
成
25
年
4
月
分
の
電
気
料
金

ま
で
減
免
措
置
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

■
減
免
措
置
の
対
象
と
な
る
方

・ 

地
震
に
よ
る
被
害
に
つ
い
て
、
被
災
元
を
管
轄
す
る
市

町
村
長
等
か
ら
罹
災
証
明
を
受
け
た
方

・ 

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
に
よ
り
、
警
戒
区
域
等

か
ら
東
京
電
力
供
給
エ
リ
ア
に
ご
避
難
さ
れ
た
方

■
お
申
込
み
に
必
要
な
書
類

・「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
促
進
賦
課
金
減
免
措
置
申
込
書
」

※ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.tepco.co.jp/ibaraki/

index-j.htm
l

）、東
京
電
力
窓
口
等
に
て
入
手
で
き
ま
す
。

・ 

建
物
等
に
関
す
る
被
害
概
況
が
記
載
さ
れ
た
「
罹
災
証

明
書
（
写
）」
ま
た
は
「
被
災
証
明
書
（
写
）」

※ 

建
物
被
害
の
記
載
が
な
い
高
速
道
路
無
料
化
の
た
め
に

発
行
さ
れ
た
証
明
書
等
は
対
象
外
で
す
。

※ 

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
に
よ
り
ご
避
難
さ
れ
た

方
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
罹
災
証
明
書
（
写
）」
ま
た
は
「
被

災
証
明
書
（
写
）」
の
代
わ
り
に
、
ご
避
難
さ
れ
る
前
の

住
所
が
記
載
さ
れ
て
い
る
書
類
（
住
民
票
、パ
ス
ポ
ー
ト
、

免
許
証
、
公
共
料
金
の
請
求
書
等
）
の
写
し
を
ご
提
供

い
た
だ
く
こ
と
で
も
お
申
込
可
能
で
す
。

・ 

必
要
書
類
を
、
次
の
宛
先
に
ご
郵
送
に
て
お
早
め
に
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

東
京
電
力
株
式
会
社　

茨
城
支
店

　
　
　
　
　
　
　

再
エ
ネ
賦
課
金
減
免
手
続
き
セ
ン
タ
ー

　

〒
３
１
０
・
０
０
２
１

　
　

茨
城
県
水
戸
市
南
町
２
〜
６
〜
２

■
お
申
込
み
方
法

東
京
電
力
茨
城
カ
ス
タ
マ
ー
セ
ン
タ
ー

０
１
２
０
〜
９
９
５
〜
３
３
２

月
曜
日
〜
金
曜
日
（
休
・
祝
日
を
除
く
）
9
時
〜
19
時

土
曜
日
（
休
・
祝
日
を
除
く
）
9
時
〜
18
時

問

〜
思
い
当
た
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
〜

●
こ
ま
め
に
水
分
や
塩
分
を
取
っ
て
い
ま
す
か
？

　

 

の
ど
の
渇
き
を
感
じ
な
く
て
も
こ
ま
め
に
水
分
や
塩
分
を

補
給
し
ま
し
ょ
う
。（
目
安
は
一
時
間
に
１
０
０
ml
）

●
エ
ア
コ
ン
や
扇
風
機
を
上
手
に
使
っ
て
い
ま
す
か
？

　

 

エ
ア
コ
ン
や
扇
風
機
は
、
設
定
温
度
や
風
向
き
を
調
整
す

る
と
、
快
適
に
使
用
で
き
ま
す
。
シ
ャ
ワ
ー
や
冷
た
い
タ

オ
ル
で
頸
部
や
わ
き
の
下
を
冷
や
す
こ
と
も
効
果
的
で
す
。

熱
中
症
患
者
の
お
よ
そ
半
数
は
65
歳
以
上
の
方
で
す

●
暑
さ
に
強
い
か
ら
大
丈
夫
？

　

 

高
齢
に
な
る
と
、
暑
さ
に
対
す
る
感
覚
が
鈍
く
な
り
、
発

汗
な
ど
の
機
能
も
低
下
し
ま
す
。暑
い
日
は
無
理
を
せ
ず
、

室
内
で
も
温
度
を
確
認
す
る
な
ど
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

高
齢
者
や
子
ど
も
は
周
囲
が
見
守
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

●
部
屋
の
中
な
ら
大
丈
夫
？

　

 
熱
中
症
は
、
室
内
や
夜
間
で
も
多
く
発
生
し
ま
す
。
直
射

日
光
を
遮
る
、
外
の
涼
し
い
空
気
を
入
れ
る
、
必
要
に
応

じ
エ
ア
コ
ン
を
使
用
す
る
な
ど
、
部
屋
に
熱
が
こ
も
ら
な

い
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

●
そ
の
他
の
ポ
イ
ン
ト

　

 

通
気
性
が
よ
く
、
乾
き
や
す
い
服
を
着
た
り
、
外
出
時
に

は
日
傘
や
帽
子
を
被
る
こ
と
も
熱
中
症
か
ら
身
を
守
る
ポ

イ
ン
ト
で
す
。

　熱中症の予防に
は、水分や塩分の
補給と暑さを避け
ることが大切です

熱
中
症
に
ご
注
意
を

！

地
区
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
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こ
れ
か
ら
の

　
　
　
学
校
づ
く
りー

未
来
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

市
教
育
委
員
会 

学
校
教
育
課

☎
３
７
〜
４
３
４
０
（
直
通
）

問

　

5
月
7
日
か
ら
6
月
7
日
ま
で
の
1
か
月
間
、
市
内
の
各

小
学
校
20
校
（
参
加
者
合
計
６
３
９
名
）
で
行
わ
れ
た
、
公

立
学
校
施
設
再
編
計
画
策
定
に
係
る
地
区
説
明
会
の
結
果
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
説
明
の
内
容

Ⅰ
．　

再
編（
統
合
）は
現
中
学
校
区
ご
と
に
行
う
こ
と
と
し
、

各
中
学
校
周
辺
に
統
合
小
学
校
を
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

し
か
し
、
計
画
期
間
が
長
期
に
わ
た
る
こ
と
か
ら
、
整

備
が
完
了
す
る
ま
で
の
対
策
と
し
て
、
現
有
施
設
を
利

用
し
た
部
分
的
な
統
合
に
つ
い
て
も
検
討
し
ま
す
。

再
編
計
画
の
基
本
方
針

Ⅱ
．　

再
編
（
統
合
）
は
、
平
成
27
年
度
ま
で
に
北
中
学
校

区
に
最
初
の
統
合
小
学
校
を
建
設
し
、
以
下
、
南
中
学

校
区
、
大
洋
中
学
校
区
、
旭
中
学
校
区
の
順
序
で
整
備

し
て
い
き
ま
す
。

統
合
小
学
校
整
備
事
業
実
施
計
画

Ⅲ
．　

統
合
小
学
校
の
建
設
に
つ
い
て
は
、
保
護
者
・
学
校

関
係
者
・
地
域
の
代
表
の
方
等
で
構
成
す
る
（
仮
称
）

統
合
小
学
校
推
進
委
員
会
を
設
置
し
、
通
学
に
対
す
る

安
全
対
策
や
統
合
後
の
学
校
運
営
、
建
設
計
画
、
教
育

課
程
、
閉
校
に
関
す
る
諸
事
業
そ
の
他
統
合
に
必
要
な

事
項
に
つ
い
て
協
議
し
な
が
ら
建
設
を
進
め
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
現
有
の
校
舎
等
に
つ
い
て
の
安
全
性
を
確

認
し
、
必
要
に
応
じ
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

各
統
合
小
学
校
建
設
の
進
め
方

Ⅳ
．　

小
学
校
を
中
学
校
の
周
辺
に
建
設
す
る
こ
と
で
、
小

中
連
携
を
視
野
に
入
れ
た
指
導
体
制
を
構
築
し
ま
す
。

ま
た
、
学
校
を
適
正
規
模
に
維
持
す
る
こ
と
で
、
集
団

で
の
学
び
の
機
能
を
生
か
し
た
豊
か
な
人
間
関
係
を
育

む
教
育
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

豊
か
な
自
然
や
人
的
資
源
を
活
用
し
た
教
育
活
動
を

推
進
す
る
た
め
に
、
閉
校
後
の
学
校
施
設
の
活
用
に
つ

い
て
も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

特
色
の
あ
る
教
育
活
動
の
推
進

地
区
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た

■各地区における意見・質問
主な質問・意見 質問等に関する回答

Ⅰ

・ 小学校が 4校に再編される
こととなった経緯を説明し
てほしい。

・ 複式学級もできており、統
合に時間が掛かりすぎるの
では。

・ 南中学校区は大規模過ぎな
いか。

・ 現在の通学区域を変えず、学級
の編制替えができる規模を基本
に、検討していただいた結果この
ような形になりました。
・ 学校間の交流活動を促進し教育
環境の改善を図るとともに、地域
の皆様の理解が得られれば、小規
模な統合も検討します。
・ 統合の際の適正規模は、文科省
の基準で 19 ～ 24 学級となって
おり、この範囲に納まるので大規
模とは考えていません。

Ⅱ

・市の財政的に可能なのか。

・ 学童保育は実施するのか、
施設を学校内に設置する考
えは。

・ 市の財政部局とも調整した結果
がこの計画です。
・地域の皆様の協力を得ながら、
学童保育に準じた取り組みができ
ればと考えています。

Ⅲ

・ （仮称）統合小学校推進委員
会の発足の時期はいつ頃か。

・スクールバスは有料なのか。

・ 北中学校区は、今年度なるべく
早い時期に発足させたい、その後
もそれぞれ統合の二年前には発足
させたいと考えています。
・ 推進委員会で検討する予定です
が、極力保護者の負担を減らす方
向で進めたいと考えています。

Ⅳ

・ 閉校する学校の跡地利用と、
維持費はどうするのか。

・ 小中一貫教育の所見を伺い
たい。

・ 推進委員会において検討を行う
が、借地の場合は原状回復を行い
返却する方向で検討しておりま
す。また、地域コミュニティーの
核としての機能と避難場所とも
なっており、地域施設としての活
用法についても、今後の整備計画
と整合性を図りながら検討してい
きます。
・ 学校規模によって小中一貫教育
（一体型・連携型）は考えなけれ
ばならないが、鉾田市においては
小中連携型で実施できればと考え
ております。

　上記意見以外にもたくさんのご意見を頂戴しました、今後いた
だいたご意見を精査し計画に反映していきたいと考えております。
　なお、意見の詳細については、教育委員会ホームページに掲載
してありますのでご覧ください。

市役所　社会福祉課　☎３３～２１１１
　　　　　　　　　　（内線）１５６５・１５６６

問

◎ 招待対象者（※）の方には、案内状（往復ハガキ）
を８月１４日以降に送付します。参加される方は
８月３１日までにご返信ください。
※平成 24年 4月 1日現在、鉾田市在住で 70 歳以上の方

敬老を祝う会を

開催します

■とき・ところ
　鉾田会場　９月１７日（月）鉾田総合公園体育館
　旭　会場　９月２２日（土）旭中講堂兼体育館
　大洋会場　９月２３日（日）大洋中体育館

■内容（３会場共通）
　・受付：午前９時～
　・式典：午前１０時～
　・アトラクション：午前１０時３０分～午前１１時３０分
　　　　　　（畠山みどり歌謡ショー）

ひまわり を
観賞しませんか

小学生を対象にひまわり畑で
クイズを実施します！

内容　 ひまわり畑内に「鉾田の農
業」に関するクイズを設置
します。クイズの答えを考
え応募してください。抽選
で景品を贈呈します。

景品　 食用ひまわり油、ほこたブ
ランド加工品、ほこまるグッ
ズ等のいずれか。

応募
方法

郵便ハガキに①住所②氏名
③電話番号④小学校名⑤学
年⑥クイズの答えを記載し
下記までお送りください。
〒３１１－１５９２
鉾田市鉾田 1444-1
鉾田市産業経済課
ひまわりプロジェクト係

　応募締切
　8/31（金）
当日消印有効

美原球場

鹿島灘
海浜公園

至水戸

至鹿嶋

台濁沢
ひまわり畑

大
竹
海
岸

栽培場所
鉾田市台濁沢 2746 番地

【案内図】

開花予想時期は、
8月上旬～中旬です！

市役所　産業経済課
　ひまわりプロジェクト係
　　　　☎３３～２１１１

（内線）１１６７

問

3 会
場で
開催します！

たく
さんのご参加を

お待ち
しております

◎ 当日は、駐車場の混雑が予想
されます。ご家族による送迎、
または乗りあわせでのご来場
をお願い申し上げます。
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元
気
に
育
っ
て
ね
！

ト
マ
ト
苗
の
定
植

　7 月 13 日、舟木小の 2 年生がトマト苗（品種名：
百花繚乱）の定植を行いました。同校では、今泉和介
区長の協力により学校の実習畑にビニールハウスを設
置。児童たちは今泉区長の手ほどきを受けながら、苗
木を丁寧に植え付けました。「トマトが大好き」「秋が
楽しみ」と児童たち。育てたトマトは、秋の収穫祭で
トマトジャムとして地域の人たちと味わうそうです。

　鹿島アントラーズの地域貢献活動として、ホームタ
ウンの小学校で交流事業が行われています。初回と
なった 7月 11 日、旭北小、当間小、鉾田小で選手と
児童がサッカーやゲームで交流しました。当間小に訪
れた本山雅志選手は「夢をあきらめなかった人がプロ
になっています」と教えてくれました。この活動は今
後 3年間でホームタウンの小学校全てを回る予定。

ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
選
手
が

　
小
学
校
で
児
童
と
交
流

犯
罪
は
許
さ
な
い
！

市
民
の
安
全
安
心
の
た
め
に

　6月 27 日、JA かしまなだ（三保谷二郎組合長）と
県企業防衛対策協議会鉾田地区推進協議会（伊東功雄
会長）から鉾田地区防犯協会（会長・鬼沢市長）に対
し防犯カメラ 13 台が寄贈され、三保谷組合長から 10
台、伊東会長から 3台分の目録が鬼沢市長に手渡され
ました。寄贈された防犯カメラは市内各所に設置され、
市民の安全安心のために活用されます。

鉾田のメロン
沖縄へ！

夏はやっぱり海とプールで決まり！

　7月 21 日、鹿島灘海浜公園で約 200 名が参加し、夏の交通安全運動
と犯罪防止キャンペーンが行われました。キャンペーンでは、リノフラ
アンドケイキのみなさんによるフラダンスや鉾田警察署員によるサギ防

止の寸劇、茨城レインボークラブ・茨城ハーレー
会（オートバイ）による交通安全宣言、桜本自警
団による安全安心まちづくり宣言が行われたほ
か、交差点でドライバーに啓発グッズを配り交通
安全と犯罪防止を呼びかけました。

夏の交通安全、犯罪防止を呼びかけ

那覇市の翁長市長を表敬訪問 ラジオ沖縄でメロンをＰＲ

那覇空港ではミス沖縄も鉾田をＰＲ

茨城空港

受
賞
と
な
っ
た
紙
面

 　7 月 21 日、カシマサッカースタジアムで「東日本
大震災復興支援　2012 Ｊリーグスペシャルマッチ」
が開催されました。スペシャルマッチでは、J リーグ
選抜と被災地選抜が対戦し、華麗なプレーで観客を魅
了。当日は、市のマスコットキャラのほこまるも会場
にかけつけ、鉾田市を PR。試合前にはサポーターと
記念撮影など、たくさんの来場者と交流しました。

震
災
復
興
支
援

　
ス
ペ
シ
ャ
ル
マ
ッ
チ

　茨城空港から茨城・那覇便の就航に合わせ、市と市内両ＪＡの連携
により、沖縄で鉾田のメロンのＰＲを行いました。6月 28・29 日には
鬼沢保平市長がトップセールスで那覇市の翁長雄志（おながたけし）市
長を表敬訪問したほか、沖縄県庁や沖縄テレビ、沖縄タイムス、琉球朝
日放送など各種メディアにも出向き、自慢のメロンを紹介しました。（琉
球朝日放送では表敬訪問の様子をニュース番組で取り上げ、鉾田のメロ
ンをＰＲしてくれました。）また、鬼沢市長はラジオ沖縄の番組チャッ
トステーションＬに出演し、甘くておいしいメロンの魅力を沖縄の方々
に伝えました。また、同月 30 日には、イオン琉球 具志川店で試食販売
を実施。たくさんの買い物客が訪れた鉾田のブースには「いっぺ～まさ
ん（おいしい）」と言った声が響き渡りました。さらに、茨城・那覇便
が就航となった 7月 1日には、那覇空港でＰＲ活動を実施。ミス沖縄も
鉾田のブースで鉾田のメロンやブランド産品を観光客にＰＲしてくれ、
茨城空港からの第一便が到着すると会場はより一層盛り上がりました。
　6月 29 日～ 7 月 1 日、茨城空港でも那覇
便就航を記念したイベント「めんそーれ沖縄
フェア」が行われました。鉾田市が出店した
ブースでは自慢のメロンやほこたブランド産
品などを販売、たくさんの観光客が訪れ大盛
況となりました。

～甘くておいしい鉾田のメロン
沖縄でも大好評！～

　7月 10 日、いこいの村涸沼でプール開きを前に、安全祈願祭が行わ
れました。プールの開設期間は 8月 28 日まで。
　また、7月 12 日には大竹海岸鉾田海水浴場で海開き式
が行われ、関係者参加のもと海水浴場の安全を祈願しまし
た。大竹ライフセービングクラブの福塚賢一パトロール
キャプテンは「たくさんの方に楽しい思い出を作ってもら
い、笑顔で帰ってもらえるようメンバー全員で頑張ります」
と話してくれました。海水浴場開設期間は 8月 15日まで。
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　7月 14 日、大洋公民館でお
もしろ理科先生公開講座「飛
び出せ！ 3Dを科学する」が行
われました。講座には約 30名
の小学生が参加、映画などで
話題となっている 3Dの仕組み
について、工作を楽しみなが
ら体験しました。厚紙やトレー

シングペーパーを使って組み立てた投影機に、輪ゴムを割り箸にはさんで
入れ、下から赤と青の光を当て 3D用の特殊なメガネで画面をのぞいた児童
からは「輪ゴムが飛び出して見える」などと歓声が上がりました。

飛び出す 3D映像で
 科学の楽しさを体験

　7月 8日、22日、鉾田総合公園で鉾
田市消防団鉾田支団（44分団）の夏季
訓練が行われました。団員らは、規律
訓練、ポンプ操法中
継訓練、心肺蘇生法
などを消防士や救急

救命士から指導を受けました。鉾田市消防団の二重作団長
は「火災などの災害は昼間だけでなく、夜間に発生するこ
とも多々あります。いざ災害が発生した時に慌てないため
には日々訓練を積み重ねることが大切です」と日頃からの
訓練の重要性を訴えました。

第 3回小学生陸上競技大会

　7月 1 日、鉾田総合公園陸上
競技場で、第３回小学生陸上
競技大会（鉾田市体育協会主
催）が開催されました。大会に
は、市内の約 160 名の児童が参
加。種目は、50m走、100m走、
1000m 走、走り幅跳びが行わ
れ、全力で競技に挑む児童の姿
が見られました。

地域をまもる
　　安心をつくるために

とっぷ・さんて大洋
20年の感謝を込めて

第 31 回岡本善蔵杯争奪戦柔道大会

　7月 1日、鉾田総合公園体育

館で、第 31 回岡本善蔵杯争奪

戦柔道大会が行われ、約 430 名

の選手が参加し、日頃の練習の

成果を競いました。

　7月 3日、水戸市内のホテル
において、茨城新聞に昨年 4月
から今年 3 月までに掲載され
た広告で企画・
表現・デザイ
ン力に優れた
紙面の広告主
を顕彰する「第

19 回茨城新聞広告賞」の表彰式が行われ、昨年 10 月 14 日
の茨城新聞に掲載された鉾田ブランド新聞が優秀地域賞を
受賞しました。（68 点がノミネート、12 点が各賞に選出）

鉾田ブランド
　　新聞広告賞受賞

受
賞
と
な
っ
た
紙
面

HOKOTA
Community & Communication

2012理容まつり in 茨城空港
　7 月 16 日、鉾田理容組合
主催の理容まつりが、茨城空
港で開催されました。理容師
によるチャリティーカットや
えり剃り体験などが行われ、
訪れた人にプロの技を披露。
また、ビル前では模擬店の出
展やお囃子、バンド演奏のが
行われ、会場はたくさんの家
族づれなどで賑わいました。

夏を彩る花が届きました

　7月 17 日、鉾田小児童会
の園芸委員会と鉾田市民会
議による花いっぱい運動の
活動で、同学区内の公共施
設、区長宅などにマリーゴー
ルドのプランターが配布さ
れました。市役所に届けら
れた花は、玄関前に飾られ、
訪れた方の目を楽しませて
くれています。

園児たち、ジャガイモ掘りを体験！

　7月5日、鉾田第一保育所、
鉾田第二保育所の園児たち
が毎年恒例のジャガイモ掘
りを行いました。
　園児たちは、手足を土ま
みれにしながらも、出てく
る出てくるたくさんのジャ
ガイモに大よろこび、小さ
な手で一生懸命に収穫して
いました。

　7月19日、鉾田市シルバー
人材センターの会員による
新鉾田駅周辺と一里塚ロー
ドパーク（野友）周辺の除
草とゴミ拾いなどのボラン
ティア清掃活動が行われま
した。暑い中の作業となり
ましたが、参加者は植木の
剪定や草刈り機で刈払いを
行いました。

シルバー人材センター、会員が清掃ボランティア

こむこむ ほこた

　健康増進施設とっぷ・さん
て大洋が開館 20 周年を迎え
ました。これを記念し 7月 7
日と 8日に、豪華景品が当た
る大抽選会が行われました。
「稲敷市から毎週来ています。
ここの温泉に入るようになっ
て足の痛みが取れました。私

にはすごく合っているみたいですね」と利用者の方。同施設の石崎支配人
は「これからも職員一同、皆さまのお越しを心よりお待ちしております。
とっぷ・さんて大洋を健康づくりにご活用ください」と話してくれました。
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鹿島臨海鉄道をゆく“春夏秋編”
　　フォトコンテスト作品募集
 問    鹿島臨海鉄道 フォトコンテスト係　☎ 029-267-5200

応募締切　10/31（水）必着
　鹿島臨海鉄道では、大洗鹿島線・鹿島臨港
線沿線の風景等を撮影した写真を募集いたし
ます。応募は、「車窓からの風景」並びに「沿
線からの列車風景」の 2部門。
【撮影テーマ】　鹿島臨海鉄道をゆく
【撮影場所】　大洗鹿島線・鹿島臨港線沿線
【撮影条件】　　
　　弊社車両の車窓から撮影された風景又は
　弊社車両が移りこんだ列車風景とします。
【作品展示】
　　選考のうえ入賞された作品は、列車内
　及び大洗・新鉾田駅で展示します。
【応募方法】
　　現像された四つ切、ワイド四つ切又は A4番（カ
　ラー・モノクロ・デジタルプリントは問いません）
　をご郵送願います。ご応募はお一人 3点までとし
　ます。応募用紙は、ホームページからダウンロード
　していただくか、新鉾田駅にてお配りしています。
　応募規定等詳しくはお問合せください。
【応  募  先】
　〒 311-1307　茨城県東茨城郡大洗町桜道 301
　鹿島臨海鉄道（株）　フォトコンテスト係

問 自衛隊茨城地方協力本部百里分駐所　☎ 0299-52-1366

　申込締切　8/24 （金）
日　　時　8/31（金）　10:00 ～ 12:00
場　　所　鉾田市社会福祉協議会
内　　容　乳幼児を対象とした薬の話　
定　　員　20 名（先着順）
対  象  者　子育て中の方、地域の子育てに関心のある方
申込方法　電話にてお申込みください。

鉾田ファミリーサポートセンター
子育て講座「薬の飲み方」開催
 問    市社会福祉協議会　☎ 32-5831

受 付 期 間　インターネット　8/30（木）～ 9/6（木）　　　郵送・持参　9/3（月）～ 11（火）
第１次試験　11/3（土）・4（日）
受 験 資 格　① H24.4.1 において高等学校または中等教育学校を卒業した日の翌日から起算して 2年
　　　　　　　を経過していない者及びH25.3 までに高等学校又は中等教育学校を卒業見込みの者
　　　　　　②高等専門学校の第 3学年の課程を修了した者であって、H24.4.1 において当該課程
　　　　　　　を修了した日の翌日から起算して 2年を経過していない者等、人事院が①に掲げる
　　　　　　　者と同等の資格があると認める者

受験種目 自衛官候補生（男子）自衛官候補生（女子） 一般曹候補生 航空学生（海上・航空）

応募資格
採用予定月の 1 日
現在、18 歳以上 27
歳未満の男子

採用予定月の 1 日
現在、18 歳以上 27
歳未満の女子

平成 25 年 4 月 1 日現在、
18 歳以上 27 歳未満の方
（昭和 61 年 4 月 2 日から
平成 7年 4 月 1 日までの
間に生まれた方）

平成 25 年 4 月 1 日現在、
18 歳以上 21 歳未満の方
（平成 4年 4月 2日から平
成 7 年 4 月 1 日までの間
に生まれた方）

受付期間 年間を通じて行っ
ています。

8/1（水）～ 9/7（金）
（締切日必着）

8/1（水）～ 9/7（金）
（締切日必着）

8/1（水）～ 9/7（金）
（締切日必着）

試験期日 受付時にお知らせ
します。

9/23（日）～ 26（水）
のうち指定する 1
日

1次：9/17（月）
2次：10/4（木）～ 11（木）
          の間の指定する 1日

1次：9/22（土）
2次：10/13（土）～
            10/18（木）のうち
            指定する 1日
3次：別途お知らせします。

試  験  場 受付時にお知らせ
します。

別途各人に通知し
ます。

受付時又は受験票交付時
にお知らせします。 別途各人に通知します。

試験種目

筆記試験、口述試
験、適性検査及び
身体検査を実施し
ます。

筆記試験、口述試
験、適性検査及び
身体検査を実施し
ます。

1次：筆記試験及び
            適性検査
2次：口述試験及び
            身体検査

1次：筆記試験及び
            適性検査
2次：航空身体検査等
3次：操縦適性検査等

申込締切　8/10（金）
日　　時　9/12（水）　8:30 集合
場　　所　鉾田市役所駐車場
内　　容　茨城空港、納豆工場、植物園などの見学
定　　員　40 名（先着順）
参  加  費　1,000 円（昼食代含む）
参加資格　満 60 歳以上
申込方法　電話にて参加者の「名前・住所・
　　　　　年齢・電話番号」をご連絡ください。

「はつらつツアー」 参加者募集
問   　鹿行地域高齢者はつらつ百人委員会
　　 綛谷（かせたに）　☎ 090-4546-1069

申込締切　8/30（木）
地域の水道水源である大切な北浦の湖岸を
　　　　　　　　一緒に歩いてみませんか？
日　　時　9/23（日）　8:30 ～ 12:00
場　　所　行方市北浦庁舎構内
内　　容　ゴミ拾いをしながらウォーキング
　　　　　出前講座「北浦とわたしたちの水について」
定　　員　200 名（応募者多数の場合は抽選）
　　　　　※小学生以上で完歩出来る方
参  加  費　100 円（保険料等として当日徴収）
持  ち  物　タオル・帽子・飲み物・雨具
　　　　※ゴミ袋はこちらで用意します。軍手・
　　　　　トングなどは各自用意してください。
申込方法　電話にて、「住所・氏名・電話番号・年齢・
　　　　　性別」をご連絡ください。
そ  の  他　荒天の場合は室内の催しのみになります。
（判断に困った場合は、☎ 090-2306-8218 まで）

「たすきで繋ぐ北浦一周ウォーキング」
　　　　　　　　　参加者募集！
問     茨城県鹿行県民センター 環境 ･保安課　　☎ 33-6056

　市では、難病患者に対して難病患者とその
家族の労苦を見舞うとともに、福祉の増進を
図るために「難病患者福祉手当」を支給します。
【対象者】
　　鉾田市に住所を有する方で、茨城県から交付さ
　れている「一般特定疾患医療受給者証」をお持ち
　の方で、生活保護法による扶助を受けていない方。
【手当額】
　年額　20,000 円（平成 24 年 11 月に支給）
【申請期間】
　　手当ての支給を受けようとする方は、
　9/3 ～ 9/28 までに、難病患者福祉手当
　認定申請をしてください。
【申請時に必要な書類等】
　○茨城県から交付されている「一般特定疾
　　患医療受給者証」又はその写し
　○難病患者本人の預金通帳
　　（振込先口座を確認するため）
　○印鑑
　※申請者が保護者等の場合は、保護者等であ
　　ることを証明できるものが必要となります。
【申請先】
　○鉾田市福祉事務所　社会福祉課
　○大洋市民センター総合窓口
　○旭市民センター総合窓口
　※申請書は各窓口に用意してあります。

鉾田難病患者福祉手当支給制度
  市福祉事務所 社会福祉課　☎ 33-2111（内線 1561）問

　申込期間　9/5 （水）～ 20（木）
日　　時　10/9（火）～ 12（金）
　　　　　8:45 ～ 16:00　4 日間
場　　所　鉾田市シルバー人材センター
受講資格　①就業・就職を希望する 55 歳
　　　　　　以上の中・高年齢者の方
　　　　　②公共職業安定所に求職登録し
　　　　　　ﾊﾛｰﾜｰｸｶｰﾄﾞを持っている方
　　　　　③鉾田市や近隣市町村に居住し
　　　　　　全日程出席できる方
定　　員　30 名（書類選考有り）
受  講  料　無料（教本等）
申込方法　申込期間内の 9:00 ～ 16:00（土・日曜
　　　　　日を除く）に鉾田市シルバー人材セン
　　　　　ターまで申込みください。申込書は、
　　　　　同センター窓口に用意してあります。
　　　　　また、申込みの際には、運転免許証など
　　　　　本人確認できるものをご持参ください。

刈払機・チェーンソー技能講習会
 問    （社）鉾田市シルバー人材センター　☎ 32-4448

各種採用試験の案内

◆自衛官採用試験の案内

◆海上保安大学校学生採用試験の案内
問 鹿島海上保安署　☎ 0299-90-0050　　　HP ｱﾄﾞﾚｽ：http://www.kaiho.mlit.go.jp/saiyou/index.html

申込締切　9/21（金）15:00
　鉾田市文化祭を開催するにあたって、一般
の方の展示作品及び舞台発表、大会参加者を
募集しております。
開催期間　10/27（土）～ 11/4（日）
募集内容　展示作品、舞台発表、囲碁・将棋大会
申込方法　各公民館に備えてある申込書に必要
　　　　　事項を記入してお申込みください。
※募集内容等について詳しくはお問合せください。

「鉾田市文化祭」 参加者募集
問      鉾田市文化協会事務局（旭地区学習等供用施設内）
　　 月・水・金（10:00 ～ 15:00）　☎ 090-3201-5050

　申込締切　10/3（水）　当日消印有効
　第 28 回百里基地航空祭（一般公開 10/21
（日））の開催にあたりまして、前日を百里基
地航空祭（特別公開）として基地周辺にお住
まいの方々に基地の一部を公開いたします。
日　　時　10/20（土）　10:00 ～ 15:00
内　　容　・航空機の飛行及び展示 
　　　　　 ・各種装備品の展示
　　　　　・戦闘機コクピットの公開
　　　　　・管制塔からの基地全景展望
申込方法　往復ハガキにてお申込みください。
　　　　　なお、応募者多数の場合は、抽選。
　　　　　当選者にはハガキの返信用裏面に招
　　　　　待券を印刷して返送します。
※申込みは、鉾田市在住の方で 1世帯 1通のみです。

【往復ハガキの書き方】

百里基地近隣住民の皆様に
　対する「特別公開」のお知らせ

問     航空自衛隊百里基地広報班　☎ 0299-52-1331

□□□ -□□□□
ご自宅の住所、
お名前を忘れず
に記載してくだ
さい。

返
信
用
あ
て
先
面

返
信
用
う
ら
面

抽選結果を印刷
しますので何も
記載しないでく
ださい。

311-3494
航空自衛隊
第７航空団監理部
特別公開係

往
信
用
あ
て
先
面

往
信
用
う
ら
面

1 代表者氏名
2 住所 ・電話番号
3 来場者氏名
   （計 5名まで）
4 来場手段
  (車の場合は車種、
  ナンバーを記載）
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農業委員会からのお知らせ
市農業委員会事務局　☎ 33-2111（内線 1251・1252）問

相談日　8/9（木）
　○大洋総合支所　　9:00 ～ 12:00
　○旭総合支所　　　13:00 ～ 16:00
　内容　農業委員会に関する各種申請書の受付と審査
　※8月定例総会　8/24 （金）

　住宅用土地を取得した日から 2年（H16.4.1
～ H26.3.31 までに土地を取得した場合 3 年）
以内に新築住宅を取得された場合や、土地取得
後1年以内に中古住宅を取得された場合で一定
の要件を満たしていれば、その土地に係る不動
産取得税が減額・還付される場合があります。
　この減額は、申請により適用となりますの
で、土地の不動産取得税を既に納められた方
で、減税申請のお済みでない方は、早めに申
請していただくようお願いします。このほか、
被災不動産の代替不動産を取得した場合につ
きましても、一定の要件のもとで不動産取得
税が軽減される場合があります。
　詳しくは県税事務所までお問合せください。

不動産取得税の減額について
  茨城県行方県税事務所 課税第二課　☎ 0299-72-0773問

◎広告サイズ
　1枠   縦  45mm
　 　横 112mm
　2枠　縦  45mm
　 　横 227mm

◎掲載料
　1枠   13,000 円
　2枠   26,000 円

◎ 掲載のお申し込み
は、掲載を希望する
発行月の前々月の
20 日までにお申し
込みください。

★お問い合わせ先★
　　市役所秘書室
　　　　　広報担当
　　☎３３－２１１１

内線１２１２

広報

ほこた

鉾田市民憲章● 水と緑ゆたかな自然を誇り、美しい環

境をつくります● 思いやりを大切にし、助け合いと感謝

のこころを育みます
●健康で働き、活気ある産業を築きます

●教養を深め、高い文化を培います

● きまりを守り、安心して暮らせるまち

をつくります

2012（平成24年）
月号 vol.81
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行政からのお知らせ２

まちの話題

今
月
の
内
容

行政からのお知らせ１

2― 7

■鉾田市緑のカーテン参加者募集

■「さあ今日も　水と元気が　蛇口から」

■浄化槽設置に対し補助金を交付します

■医療福祉支給制度（マル福）について

■水稲病害虫防除、農薬代を一部助成

■残留農薬検査手数料変更　ほか

 8 ― 9

10― 1 2

■おいしいメロンを PR
■ほこまるGAP新たに1団体認証

■鹿島スタジアムで鉾田の野菜をPR

■未来に輝く児童のために
■鹿島灘海浜公園で爽やかウォーキング

■先生はラジオ番組DJ　ほか

■鉾田市花いっぱいコンクール参加者募集

■茨城県防災情報メールの活用について

■松くい虫の防除（空中散布）を実施します

■鉾田市いきいきスポーツ大会参加者募集

■「海浜夏まつり」参加者募集

■竜巻災害に伴う義援金の募集　ほか

　5月 13 日、大洋公民館で『ほこたっ子フェ

スティバル 2012』が開催されました。

　和太鼓演奏、フラダンス、箏、ピアノ、歌、

三味線、演劇、吹奏楽など。いずれも息の合っ

た見事な演技で観客を沸かせました。

　実行委員長の塙糸子さんは「子どもたちに

明るい未来への夢と希望を育んでもらいたい

と企画しました。開催にはたくさんの方が協

力してくれました」と話してくれました。

　舞台の裏方には多くのボランティアスタッ

フとともに、舞台で演劇を披露した鉾田一高

演劇部の部員の姿もありました。

　子どもの頃に何かに打ち込んで、日々練習

や努力を重ねた熱中体験は、将来への大きな

自信や希望へとつながる土台となるのではな

いでしょうか。ステージへの出演を終えた子

どもたち、その姿はなんだか一回り大きくなっ

たような気がしました。

ほこたっ子フェスティバル2012

夢
Dreamin’

Lino Hula & Keiki

北浦童太鼓

鉾田二高邦楽部

Pretty ドナルド

ちびっこ AKB

YSH3 シスターズ
鉾
田
一
高
演
劇
部

伊藤兄弟 ハーラウ フラ オ ナープア カナニ

大洋中吹奏楽部

ちびっこ EXILE

広報
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鉾田市
民憲章

● 水と
緑ゆた

かな自
然を誇

り、美
しい環

境をつ
くりま

す

● 思い
やりを

大切に
し、助

け合い
と感謝

のここ
ろを育

みます

●健康
で働き

、活気
ある産

業を築
きます

●教養
を深め

、高い
文化を

培いま
す

● きま
りを守

り、安
心して

暮らせ
るまち

をつく
ります

2012（
平成24

年）
月号 v

ol.82

7

～毎月
３日発

行～

～毎月
３日発

行～

～毎月
３日発

行～

～毎月
３日発

行～

～毎月
３日発

行～

行政か
らのお

知らせ
２

まちの
話題

今
月
の
内
容

行政か
らのお

知らせ
１

2― 7

■ゴミ
のポイ

捨て、
絶対に

しない
で！

■知っ
ていま

すか？
自転車

の正し
い乗り

方

■スズ
メバチ

の駆除
費用を

補助し
ます

■ メロ
ン・イ

チゴ・
みずな

・パセ
リ・

ほうれ
んそう

生産者
の皆さ

んへ

■鉾田
市協働の

まちづく
り推進事

業募集　
ほか

 8 ―
9

10― 1
2

■大洋
総合支

所、新
庁舎開

庁

■農業
集落排

水処理
施設、

通水式

■杜の
都仙台

で鉾田
のメロ

ンをP
R！

■廃棄
物の不

法投棄
、絶対

にゆる
さない

■市の
発展へ

願いを
込め

■自慢
のブラ

ンド、
地元の

仕事に
誇り  ほ

か

■各種
採用試

験のご
案内

■鉾田
市の花

「ひま
わり」

を栽培
！

■鹿島
アント

ラーズ
の試合

にご招
待！

■夏休
みこど

もふれ
あい事

業参加
者募集

■うま
かっぺ

フェス
タ出店（

展）者大
募集！

■「歴
史教室

」参加
者募集

　ほか

第
7
回
鉾
田
市
教
育
会
陸
上
記
録
会
　
新
記
録
（
敬
称
略
）

【
5
年
女
子
】
１
０
０
ｍ
　
小
林
真
彩
15
秒
4
（
大
竹

小
）、
２
０
０
ｍ
　
大
槻
瑠
奈
33
秒
4
（
当
間
小
）、
走

り
幅
跳
び
　
米
川
ほ
の
香
3
ｍ
66
㎝
（
旭
東
小
）、【
5

年
男
子
】
走
り
高
跳
び
　
野
原
慎
ノ
介
1
ｍ
22
㎝
（
旭

西
小
）【
6
年
女
子
】
１
０
０
ｍ
　
宮
内
萌
衣
15
秒
3

（
新
宮
小
）、
８
０
０
ｍ
　
酒
井
桃
音
2
分
41
秒
（
旭
東

小
）【
6
年
男
子
】
１
０
０
ｍ
　
前
田
海
月
13
秒
6
（
旭

東
小
）、
１
０
０
０
ｍ
　
竹
内
大
喜
3
分
14
秒
1
（
野
友

小
）、
土
子
将
輝
3
分
14
秒
3
（
旭
西
小
）

小学生
アスリ

ート大
活躍

陸上記
録会で

新記録
続出

『がん
ばって

』と声
をかけ

次の走
者へバ

トンタ
ッチ！

練習の
成果が

発揮さ
れまし

た。

ゴール
へと懸

命に走
るラン

ナー

様々な
ドラマ

が生ま
れまし

た。

　
第
7
回
鉾
田
市
教
育
会
小
学
生
陸
上
記
録
会
が
5
月

29
日
、
鉾
田
総
合
公
園
陸
上
競
技
場
で
開
催
さ
れ
、
市

内
小
学
校
の
5
・
6
年
生
児
童
約
９
０
０
人
が
自
己
記

録
更
新
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

全
力
で
挑
戦
す
る
姿
に
感
動

　
児
童
た
ち
は
、
１
０
０
ｍ
走
、
２
０
０
ｍ
走
、

８
０
０
ｍ
走
、
１
０
０
０
ｍ
走
、
８
０
ｍ
ハ
ー
ド
ル
、

走
り
高
跳
び
、
走
り
幅
跳
び
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
、

４
０
０
ｍ
リ
レ
ー
で
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
競
い
合
い

ま
し
た
。
各
校
の
テ
ン
ト
で
は
熱
い
応
援
合
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
、
ス
タ
ン
ド
か
ら
は
カ
メ
ラ
な
ど
を
手
に
し

た
保
護
者
た
ち
が
、
一
生
懸
命
に
声
援
を
送
る
姿
が
見

ら
れ
ま
し
た
。

！
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有料広告募集！

8 月は電気使用安全月間です！
 関東電気保安協会　http://www.kdh.or.jp/問

　社団法人茨城県身体障害者福祉協議会で
は、茨城県からの委託・補助を受け身体に障
害のある方々がよき配偶者に恵まれ幸せな結
婚ができるように、無料の「結婚相談」や、
就労や生活上の全般の相談を受ける「総合相
談所」を開設しています。

相談日　月～金曜日（祝祭日、年末年始は除く）
　　　　10:00 ～ 15:00　※結婚相談は要予約
場　所　茨城県総合福祉会館 2階
　　　　水戸市千波町 1918

身体障害者のための無料結婚相談・各種相談
  茨城県身体障害者福祉協議会　☎ 029-243-7010問

日時・場所
　8/7（火）　11:00 ～ 15:00
　鹿嶋市役所 3階 301･302 会議室
　8/23（木）10:00 ～ 15:00
　県南県民センター第一分庁舎第 3会議室
対象者
　・低視力の幼児・児童・生徒及び保護者、
　　担任の先生方
　・視覚障害がありお困りの成人の方
　・視覚障害について関心のある方
　・学校の授業等で、視覚障害について取り
　　上げたいと考えている先生方
内　容
　補助具等の展示・体験及び教育相談
申込方法
　・電話・FAX 又はメール等で、実施日の前日
　　までに「氏名・所属等」をご連絡ください。
　・事前の申込みなしでの当日の参加も可能
　　ですが、お待ち頂くことがございます。

県立盲学校地域巡回教育相談会のご案内
 県立盲学校  地域支援部　☎ 029-221-3388
 FAX 029-225-4328　E ﾒｰﾙ：shien@ibaraki-sb.ed.jp

問

　就労・生活・修学資金等の悩み事の相談窓
口です。お気軽にお問合せください。

日　時　毎週月～金曜日　※祝日を除く
　　　　9:00 ～ 16:30　　　　

児童扶養手当を受給している方へ
  茨城県鹿行県民センター 県民福祉課　☎ 33-6264問

　屋外広告物を表示するためには、原則とし
て市の許可を受けることが必要です。
　屋外広告物とは、屋外で常時又は一定の期
間継続して公衆に表示される広告物のこと
で、はり紙、はり札、立看板、広告塔、広告板、
建物その他の工作物等に掲出されたものなど
を指します。
【すでに許可を受けている方へ】
　許可には有効期間（最長 3年があります。
一度許可を受けた広告物でも、有効期間の経
過後に引き続き設置するためには、更新許可
の手続きが必要です。有効期間が切れた屋外
広告物は、違法広告物として除去命令の対象
になりますのでご注意ください。

屋外広告物の表示には許可が必要です！
  市役所 都市建設課　☎ 33-2111（内線 1273･1274）問

安全な建築物の最後の仕上げ「完了検査」
　建築確認を受けた建築物が完成した際には、
完了検査を受けることとなっています。この
検査は、建築物の強度や避難等の基本的な性
能が、建築基準法による関係規定に適合して
いるかを、法定の機関が検査するものです。
　検査を受けるには、工事完了時に、「完了検査
申請書」を鹿行県民センター建築指導課、又は
民間の指定確認検査機関へ提出してください。
　また、検査後に発行される「検査済証」は、
建築物の安全性等が確認された適合建築物の
証であり、建築物の売買や融資を受ける際に
提示を求められることもありますので、大切
に保管してください。

建築物を建設される方へ
  茨城県鹿行県民センター 建築指導課　☎ 33-4113問

請求期限　平成 25年 3月 31 日
　先の大戦において、外地等（事変地の区域
又は戦地の区域）に派遣され戦時衛生勤務に
従事された、旧日本赤十字社救護看護婦及び
旧陸海軍従軍看護婦の方（慰労給付金受給者
は除く）に対して、その御労苦に報いるため
内閣総理大臣名の書状を贈呈しております。
※本人または家族などからの連絡をお待ちし
　ております。

内閣総理大臣名の賞状を贈呈します
  総務省大臣官房総務課管理室　☎ 03-5253-5182問

日　　時　9/21（金）
　　　　　10/19（金）
　　　　　11/16（金）
　　　　　12/21（金）
　　　　　各日　13:00 ～ 15:30
場　　所　鉾田中央公民館
内　　容　・求職に関する相談
　　　　　・求人に関する相談
　　　　　・福祉の仕事、資格の相談等
対  象  者　・福祉の職場に就職を希望する方
　　　　　・福祉の仕事に関心のある学生
　　　　　・福祉の仕事、資格取得に関心の
　　　　　　ある方
　　　　　・求人事業所の方　
参加方法　電話による事前予約制
　　　　　※相談無料、要前日までに連絡

福祉・介護職場就職相談会
  茨城県福祉人材センター　☎ 029-244-4544問

特設人権相談所の開設について
市福祉事務所社会福祉課　☎ 33-2111（内線 1565）問

日時・場所
　8/17 （金）10:00 ～ 　大洋公民館
内　容
　差別問題、家庭内の問題、金銭賃借借地借家、
　近隣間のもめごと等の相談
※相談無料・予約不要ですので、気軽にご利用願います。

日　　時　8/15（水）13:00 ～ 14:30
場　　所　茨城県鉾田保健所
対　　象　こころの問題を抱えるご本人、ご家族
　　　　　（※ご家族のみの相談も可）
内　　容　精神科専門医師による個別専門相談
　　　　　（こころの問題、認知症、お酒の問題、
　　　　　　ひきこもり等）※相談無料
申込方法　電話による事前予約が必要です。

精神科医による専門相談のご案内
  茨城県鉾田保健所　☎ 33-2158問

　文化財は、地域の歴史や文化の成り立ちを
理解する上で欠くことのできない私たちの貴
重な歴史的財産であり、将来の文化の向上・
発展の基礎をなすものです。鉾田市には、国・
県・市指定の建物や遺跡など多くの文化財が
所在しています。
　鉾田市教育委員会では、これらの貴重な文
化財を保護するために、茨城県教育委員会と
合同で文化財の巡視を年 2回実施しておりま
す。巡視の際には、文化財保護指導委員等の
土地の立入等につきましてご理解ご協力をお
願いします。
文化財巡視時期　　　第 1回　7月～ 8月
　　　　　　　　　　第 2回　12 月～ 2月
文化財巡視箇所数　　22箇所

鉾田市の文化財保護についてお知らせ
県教育庁 文化課 文化財担当　☎ 029-301-5453
市教育委員会 生涯学習課 文化財担当　☎ 37-4342

問
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健康カレンダー （８/３～９/３まで掲載）

市立図書館休館日8月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 31

休館日

つくば（9：00～21：00） ☎029－852－9999
大　阪（24時間対応）　　 ☎072－727－2499
日本中毒情報センター http://www.j-poison-ic.or.jp/

中毒110番

毎日（20：00～23：00） ☎0299－82－3817
鹿嶋市宮中1998-2  鹿島保健センター内

夜間小児救急診療所

毎日（18：30～23：30）
日曜日・祝日・年末年始（9：00～17：00）
☎029－254－9900（短縮ダイヤル＃8000）

茨城子ども救急電話相談

電話案内（24時間対応） ☎029－241－4199
インターネット　http://www.qq.pref.ibaraki.jp/
携 帯 サ イ ト　http://www.qq.pref.ibaraki.jp/kt/

茨城県救急医療情報システム

鉾田警察署 ☎34－0110
鉾田消防署 ☎34－0119
旭 出 張 所 ☎34－4119
大洋出張所 ☎34－5119
火災情報テレホンサービス ☎32－2119

一般の問合せ

医 療 機 関 案 内

警察・通報　110
火災・救急　119

火 災 ・ 緊 急

　　防災無線を聞き逃した時は
防災無線テレホンサービス ☎34－8770
 ☎34－8771

納税カレンダー
市・県民税 2期

納期限
8/31（金）

国民健康保険税 2期

介護保険料 3期

後期高齢者医療保険料 2期

精神保健事業
事業名 場所（時間） 8月

デイケア 鉾　田
（9：30～11：30） 3・10・17・24・31（金）

フリークラブ 大　洋
（9：30～15：00）

6・13・20・27（月）
（事前申込制）

市役所総務課秘書室
☎33－2111（内線1211）

問

とき　8/8（水）　17：00～19：00
　　　鉾田中央公民館

行政相談  （定例）

電話番号 8月

北浦整形外科 33-2136 5・9/2

鉾 田 病 院 32-3313 12

高 須 病 院 33-2131 19

ハタミ病院 33-3158 26

鉾田市メール配信サービス
□インターネット（HPへアクセスして登録）
 https://service.sugumail.com/hokota/member/
 □携帯電話（次のアドレスへ空メールを送信し、登録確認 
 メールが届いてから画面の指示に従って登録してください。）  

                                       t-hokota@sg-m.jp

鉾田保健センター 
旭 保 健 センター 
大洋保健センター 

問 ☎33－3691
☎37－1411
☎39－4866

ひばりくん防犯メール
 □携帯電話（次のアドレスへ空メールを送信し、登録確認 
 メールが届いてから画面の指示に従って登録してください。）  

add@mail1.police.pref.ibaraki.jp　　　　　

市の木　サクラ 市の鳥　ウグイス市の花　ヒマワリ

市役所総務課秘書室
☎33－2111（内線1211）

問

市民と市長の朝市トーク

とき　8/6（月）旭総合支所
　　　9/3（月）鉾田市役所
※時間は8：15～9：15

　7月2日に行われた朝市トークでは、文化複合施設
や上水道のことが話題となりました。

休日診療 （８/３～９/３まで掲載）

心配ごと相談（事前予約制）

鉾田市社会福祉協議会
　　　　鉾田本所　
　　　　旭  支  所　
　　　　大洋支所　

問
☎32－5831
☎37－3571
☎34－5200

とき　8/23（木）旭地区学習等供用施設
　　　9/27（木）大洋公民館
※弁護士による無料法律相談
※時間は10：45～15：00
※定員13名になり次第締切

農業用使用済プラスチックなどの収集
市役所産業経済課　☎33－2111（内線1166）問

旭 鉾田 大洋
塩　ビ 9/25（火） 8/20（月）12/18（火）
ポ　リ 8/29（水） 9/11（火）11/22（木）
搬入時間　　9:00 ～ 12:00 まで

「婚活 de まちづくり」参加者募集
  問   鉾田市まちづくり推進会議   仲間づくり部会
　　 ☎ 090-2654-4445（渡辺）　090-4842-0286（井川）
　　  FAX 33-5197

申込締切　8/31（金）
素敵な出会い、赤い糸を見つけませんか♪

日　　時　9/8（土）　10:30 ～ 15:00
　　　　　　　　　　受付 10:00 ～
場　　所　ほっとパーク鉾田
内　　容　パークゴルフ（男女混合）
　　　　　バーベキュー、ゲーム
　　　　　※運動のできる服装・靴でお越し
　　　　　　ください
　　　　　※２次会の会場準備あり
参加資格　20 歳以上の独身の方
　　　　　男女各 30 名
参  加  費　男性 3,000 円
　　　　　女性 1,000 円
応募方法　電話又は FAX にて
　　　　　「住所・氏名・性別
　　　　　・年齢・電話番号
　　　　　・職業」をご連絡
　　　　　ください。

事業名 場所（項目） 8月

育児相談

旭 21（火）

鉾　田 8（水）

大　洋 7（火）

乳児健診 鉾　田 8（水）
（H24.4 生）

幼児健康診査 鉾田

1歳半健診 22（水）
（H23.1 生）

2  歳  児
歯科検診

3（金）
（H22.1 生）

3歳児健診 2（木）
（H21.2 生）

機能回復
訓練

（リハビリ）

旭 8・22（水）

鉾　田 23（木）

大　洋 3・17・31（金）

「日本語教室」生徒募集　For those wanting to study Japanese
問　市役所企画課内国際交流協会事務局　☎ 33-2111（内線 1302）

For those foreigners living in or near Hokota City, The Hokota shi International  Association is running
an aff ordable Japanese language class.
  When : Every Wednesday, 7:00pm～ 9:00pm
  Where : Hokota Central Community Center(occasionally lesson will be held elsewhere)
  Who : Foreigners living in or near Hokota City over 16 years of age
  Class Types : Beginner-Conversation and Hiragana Intermediate-Conversation, Hiragana and katakana
　　　　　　 Advanced Intermediate/Advanced-Same as above as well as kanji
  Cost : 250yen per one time
To sign up or for inquiries please contact The Hokota shi International Association at Hokota City Hall by 
calling 33-2111(Ext.1301) 　

　鉾田市国際交流協会では、鉾田市や近隣に住む
外国人の方に役立てていただこうと、日本語教室
を開いています。
日　　時　毎週水曜日　19:00 ～ 21:00
会　　場　鉾田中央公民館ほか
対　　象　鉾田市及び近隣にお住まいの外国人の
　　　　　方で 16 歳以上の方
内　　容　初級・中級・上級にクラス分けし、会
　　　　　話やひらがな、漢字などの読み書きを
　　　　　します
費　　用　250 円 / 回


